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「
死
の
商
人
国
家
」へ
の
堕
落
が
始
ま
っ
た

～
殺
傷
武
器
の
輸
出
入
を
批
判
す
る

杉
原
浩
司

密
室
協
議
に
よ
る
殺
傷
武
器
輸
出
解
禁

惨
憺
た
る
現
状
を
打
破
す
る
た
め
、
岸
田
政
権

は
２
０
２
２
年
12
月
の
「
安
保
3
文
書
」
で
武
器

輸
出
を
積
極
的
に
位
置
付
け
、
な
り
ふ
り
構
わ
ぬ

策
に
打
っ
て
出
た
。
第
一
が
、
立
憲
民
主
党
ま
で

が
賛
成
し
て
昨
年
6
月
に
成
立
し
た
軍
需
産
業
強

化
法
（
防
衛
生
産
基
盤
強
化
法
）
で
あ
る
。
武
器
工

場
の
設
備
増
強
や
武
器
輸
出
に
税
金
を
投
入
す
る

も
の
だ
。

さ
ら
に
、
今
ま
で
辛
う
じ
て
で
き
な
か
っ
た
殺

傷
武
器
の
輸
出
解
禁
に
舵
を
切
る
。
そ
の
た
め
の

装
置
が
、
自
民
7
人
、
公
明
5
人
の
議
員
に
よ
る

密
室
協
議
だ
っ
た
。
４
月
末
か
ら
20
回
を
超
え
る

協
議
を
経
て
、
12
月
に
政
府
に
報
告
書
を
提
出
。

“
く
に
の
か
た
ち
”
の
大
転
換
を
、
わ
ず
か
12
人

の
議
員
が
密
室
協
議
で
方
向
づ
け
る
の
は
独
裁
国

家
の
手
法
で
あ
る
。
１
９
８
１
年
、
衆
参
両
院
は

全
会
一
致
で
武
器
輸
出
三
原
則
の
厳
格
な
運
用
を

求
め
る
国
会
決
議
を
採
択
し
た
。
そ
れ
を
完
全
に

覆
す
な
ら
、
最
低
で
も
全
会
一
致
の
国
会
決
議
を

経
る
べ
き
だ
。

密
室
協
議
に
よ
る
報
告
書
を
受
け
て
、
昨
年
12

月
22
日
、
岸
田
政
権
は
つ
い
に
殺
傷
武
器
の
輸
出

を
解
禁
し
た
。
そ
の
内
容
を
検
証
し
て
お
こ
う
。

①
ラ
イ
セ
ン
ス
品
（
他
国
企
業
の
許
可
を
得
て
生
産
）

の
ラ
イ
セ
ン
ス
元
へ
の
輸
出
解
禁
は
、
米
独
な
ど

へ
の
輸
出
に
よ
り
、
玉
突
き
的
に
イ
ス
ラ
エ
ル
や

「
防
衛
装
備
移
転
三
原
則
」（
以
下
、
新
三
原
則
）
を

閣
議
決
定
。
言
葉
を
言
い
換
え
て
意
味
を
逆
転
さ

せ
、
武
器
輸
出
を
国
策
と
し
た
。

新
三
原
則
は
ま
や
か
し
に
満
ち
た
代
物
だ
っ

た
。「
紛
争
当
事
国
に
は
輸
出
し
な
い
」
と
し
な

が
ら
、「
紛
争
当
事
国
」
を
「
武
力
攻
撃
が
発
生
し
、

国
際
の
平
和
及
び
安
全
を
維
持
し
又
は
回
復
す
る

た
め
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会
が
と
っ
て
い
る
措

置
の
対
象
国
」
と
極
め
て
狭
く
定
義
し
た
。
2
月

21
日
、
林
官
房
長
官
は
国
会
答
弁
で
「
現
時
点
で

基
本
的
に
存
在
し
な
い
」
と
言
い
放
っ
た
。「
平

和
国
家
の
理
念
」
も
「
国
際
紛
争
を
助
長
し
な
い
」

か
ら
、「
国
連
憲
章
を
遵
守
す
る
」
と
い
う
無
意

味
な
も
の
に
変
質
し
た
。そ
れ
で
も
、「
殺
傷
武
器
」

の
輸
出
は
回
避
さ
れ
、
輸
出
の
用
途
は
抑
制
的
な

5
類
型
（
救
難
、
輸
送
、
警
戒
、
監
視
、
掃
海
）
に
限

定
さ
れ
た
。

新
三
原
則
策
定
か
ら
丸
10
年
が
経
つ
が
、
完
成

品
の
武
器
輸
出
は
三
菱
電
機
製
防
空
レ
ー
ダ
ー
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
輸
出
1
件
に
留
ま
っ
た
。

防
衛
装
備
移
転
三
原
則
の
ま
や
か
し

「
静
か
な
大
転
換
」
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

3
月
26
日
、
岸
田
政
権
は
日
英
伊
で
共
同
開
発
す

る
次
期
戦
闘
機
の
第
三
国
輸
出
の
解
禁
を
閣
議
と

国
家
安
全
保
障
会
議
で
決
定
し
た
。
戦
後
日
本
の

安
全
保
障
政
策
の
歴
史
的
な
堕
落
で
あ
る
。
国
会

周
辺
が
騒
然
と
な
る
べ
き
局
面
だ
っ
た
が
、
反
対

の
声
は
弱
い
も
の
に
留
ま
っ
た
。
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
大
軍

拡
ア
ク
シ
ョ
ン
、
ふ
ぇ
み
ん
婦
人
民
主
ク
ラ
ブ
、

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
改
憲
・
北
区
の
会
、
平
和
を
つ
く
り
出

す
宗
教
者
ネ
ッ
ト
が
共
同
し
て
継
続
し
た
ア
ク

シ
ョ
ン
と
日
本
平
和
委
員
会
に
よ
る
２
万
５
千
筆

を
超
え
る
ネ
ッ
ト
署
名
な
ど
が
目
立
っ
た
く
ら
い

だ
っ
た
。

武
器
輸
出
に
つ
い
て
簡
単
に
振
り
返
ろ
う
。

見
逃
せ
な
い
の
は
、
民
主
党
政
権
が
武
器
輸
出

の
拡
大
に
重
大
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
だ
。

２
０
１
１
年
12
月
、
野
田
政
権
は
「
武
器
の
国
際

共
同
開
発
」
を
包
括
的
に
武
器
輸
出
三
原
則
の
例

外
と
し
た
。
こ
れ
を
受
け
る
形
で
、
２
０
１
４
年

4
月
、安
倍
政
権
が
武
器
輸
出
三
原
則
を
撤
廃
し
、
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
な
ど
へ
の
輸
出
を
促
進
。
紛
争
加
担

に
つ
な
が
る　

②
部
品
輸
出
の
解
禁
は
、
例
え
ば

Ｆ
15
戦
闘
機
の
エ
ン
ジ
ン
（
Ｉ
Ｈ
Ｉ
製
）
輸
出
に
よ

り
、
戦
闘
機
に
よ
る
戦
争
犯
罪
に
加
担
す
る　

③

5
類
型
の
武
器
輸
出
の
際
の
殺
傷
武
器
搭
載
の
解

禁
は
、
策
定
当
時
の
防
衛
官
僚
（
高
見
澤
將
林
）
の

密
室
で
の
「
証
言
」
だ
け
を
根
拠
に
し
て
お
り
、

あ
り
得
な
い　

④
「
国
際
法
違
反
の
侵
略
な
ど
を

受
け
て
い
る
国
」
へ
の
非
殺
傷
武
器
の
輸
出
解
禁

は
定
義
が
曖
昧
。
そ
も
そ
も
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
残

虐
な
爆
撃
す
ら
「
国
際
人
道
法
違
反
」
と
認
め
る

の
を
渋
っ
た
政
府
に
よ
る
認
定
は
恣
意
的
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
。

紛
争
へ
の
加
担
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
も
の
ば

か
り
だ
が
、
本
来
、
国
会
と
主
権
者
を
完
全
に
無

視
し
た「
決
定
」に
正
当
性
は
な
く
、無
効
で
あ
る
。

次
期
戦
闘
機
第
三
国
輸
出
の
問
題
点

公
明
党
が
強
い
慎
重
姿
勢
を
示
し
、
殺
傷
武
器

輸
出
解
禁
の
目
玉
と
さ
れ
た
次
期
戦
闘
機
の
第
三

国
輸
出
に
つ
い
て
の
判
断
は
年
を
越
し
た
。
し
か

し
、
予
想
通
り
、
2
月
末
頃
か
ら
公
明
党
は
急
速

に
妥
協
に
転
じ
た
。

次
期
戦
闘
機
の
第
三
国
輸
出
が
、
メ
イ
ド
イ
ン

ジ
ャ
パ
ン
の
武
器
に
よ
る
他
国
の
人
々
の
殺
傷
に

道
を
開
く
の
は
明
ら
か
だ
。
過
去
の
実
例
が
そ
れ

を
証
明
し
て
い
る
。

英
国
は
イ
タ
リ
ア
や
ド
イ
ツ
な
ど
と
共
同
開
発

し
た
戦
闘
機
ユ
ー
ロ
フ
ァ
イ
タ
ー
を
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
に
輸
出
。
同
機
は
サ
ウ
ジ
な
ど
に
よ
る

２
０
１
５
年
か
ら
の
イ
エ
メ
ン
内
戦
へ
の
軍
事

介
入
で
無
差
別
空
爆
に
多
用
さ
れ
、
多
数
の
民

間
人
を
殺
傷
し
た
。
サ
ウ
ジ
な
ど
の
連
合
軍
は

２
０
１
８
年
8
月
に
は
バ
ス
を
空
爆
し
子
ど
も
40

人
を
虐
殺
し
た
。
２
０
１
９
年
9
月
、
国
連
人
権

理
事
会
の
専
門
家
グ
ル
ー
プ
は
、
米
英
仏
な
ど
に

よ
る
「
合
法
性
の
疑
わ
し
い
」
継
続
的
な
武
器
輸

出
が
「
紛
争
と
人
々
の
苦
難
を
長
引
か
せ
て
い

る
」
と
非
難
し
た
。
２
０
２
１
年
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ラ
イ
ツ
ウ
ォ
ッ
チ
の
報
告
書
「T

A
RGET

IN
G 

SA
A

D
A

」
は
、
２
０
１
５
年
以
降
、
２
万
３
千

回
の
空
爆
に
よ
り
１
万
８
千
人
の
民
間
人
が
死
傷

し
た
と
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
韓
国
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
輸
出
し
た
Ｆ

Ａ
50
戦
闘
機
が
、
２
０
１
７
年
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
国

軍
に
よ
る
武
装
勢
力
へ
の
「
掃
討
」
作
戦
に
使
用

さ
れ
、
人
々
を
殺
傷
し
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は

外
務
省
に
よ
る
武
器
無
償
供
与
（
Ｏ
Ｓ
Ａ
：「
政
府

安
全
保
障
能
力
強
化
支
援
」）
の
主
要
な
対
象
国
で
も

あ
り
、
武
器
輸
出
と
相
ま
っ
て
国
内
紛
争
へ
の
加

担
に
直
結
す
る
。

こ
の
間
見
え
て
き
た
の
は
、
政
権
中
枢
の
第
三

国
輸
出
へ
の
異
常
な
執
着
ぶ
り
だ
。
国
家
安
全
保

障
局
が
作
成
し
た
「
直
接
移
転
が
で
き
な
い
場
合

の
影
響
」
と
い
う
文
書
に
は
、「
望
ま
し
い
安
全

保
障
環
境
の
創
出
に
大
き
な
支
障
」「
英
伊
か
ら

軽
ん
じ
ら
れ
、
実
質
的
に
英
伊
中
心
に
移
転
先
が

選
定
さ
れ
て
い
く
恐
れ
」「
要
求
性
能
の
実
現
に

も
支
障
を
き
た
す
恐
れ
」
な
ど
の
言
葉
が
重
ね
ら

れ
、
公
明
党
を
事
実
上
恫
喝
す
る
も
の
と
な
っ
て

い
た
。
岸
田
首
相
の
「
戦
闘
機
の
第
三
国
輸
出
は

国
益
」
と
の
暴
言
は
、「
儲
か
れ
ば
人
が
殺
さ
れ

て
も
構
わ
な
い
」
と
い
う
「
死
の
商
人
国
家
」
宣

言
に
他
な
ら
な
い
。

「
歯
止
め
」
の
デ
タ
ラ
メ

そ
し
て
、公
明
党
が
容
認
し
た「
歯
止
め
」に
は
、

こ
と
ご
と
く
実
効
性
が
な
い
。「
次
期
戦
闘
機
に

限
定
す
る
」と
い
う
が
、小
野
寺
元
防
衛
相
は
、「
新

し
い
案
件
を
追
記
し
て
い
け
ば
い
い
だ
け
で
、
何

の
制
約
も
な
い
」
と
言
い
切
っ
て
い
る
。
公
明
党

も
舐
め
ら
れ
た
も
の
だ
。
ま
た
、「
現
に
戦
闘
の

行
わ
れ
て
い
る
国
を
除
外
」
と
い
う
が
、
停
戦
に

な
れ
ば
Ｏ
Ｋ
な
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
に
す
ら
出
せ
る
こ

と
に
な
る
。
輸
出
後
に
虐
殺
が
始
ま
る
例
は
多
々

あ
り
、
一
度
出
し
た
武
器
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

の
は
不
可
能
だ
。

さ
ら
に
、「
防
衛
装
備
品
・
技
術
移
転
協
定
」

の
締
結
国
に
限
る
の
は
、
現
行
の
運
用
と
変
わ
ら

な
い
。
そ
し
て
、
今
回
の
運
用
指
針
改
定
前
の
閣

議
決
定
と
戦
闘
機
を
輸
出
す
る
際
の
閣
議
決
定
を

「
二
重
の
閣
議
決
定
」
と
し
て
い
る
が
、
国
会
と

主
権
者
を
無
視
し
た
行
政
の
独
裁
に
過
ぎ
な
い
。

ザ
ル
で
し
か
な
い
「
歯
止
め
」
で
妥
協
し
た
公
明
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党
に
は
「
恥
を
知
れ
」
と
言
う
し
か
な
い
。

今
回
の
輸
出
解
禁
の
先
に
は
何
で
も
あ
り
の
世

界
が
待
っ
て
い
る
。「
12
式
地
対
艦
誘
導
弾
な
ど

の
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
輸
出
が
日
本
の
強
み
を
生
か

せ
る
」（
小
木
洋
人
、『Foresight

』
23
年
8
月
2
日
）、

「
12
式
は
格
好
の
装
備
で
す
が
、
陸
自
に
輸
出
の

意
識
は
全
く
な
い
。
も
っ
た
い
な
い
な
あ
と
思
い

ま
す
」（
伊
藤
弘
太
郎
、
1
月
14
日
読
売
）。
三
菱
重
工

が
開
発
・
量
産
す
る
主
力
の
敵
基
地
攻
撃
ミ
サ
イ

ル
の
輸
出
が
射
程
に
入
っ
て
い
る
。

国
内
外
の
「
死
の
商
人
」
の
増
長

5
年
で
43
兆
円
、
武
器
ロ
ー
ン
も
入
れ
る
と

60
兆
円
を
超
え
る
日
本
の
軍
事
費
拡
大
に
、
国
内

外
の
「
死
の
商
人
」
が
群
が
っ
て
い
る
。
米
ロ
ッ

キ
ー
ド
・
マ
ー
チ
ン
や
英
Ｂ
Ａ
Ｅ
シ
ス
テ
ム
ズ
な

ど
の
欧
米
軍
需
大
手
は
ア
ジ
ア
の
拠
点
を
日
本
に

シ
フ
ト
し
た
。
国
内
軍
需
大
手
は
軒
並
み
人
員
と

設
備
の
増
強
を
図
っ
て
い
る
。
三
菱
重
工
の
前
年

度
２
６
５
２
億
円
だ
っ
た
防
衛
省
と
の
契
約
額

は
、
２
０
２
３
年
度
は
「
ミ
サ
イ
ル
特
需
」
に
よ

り
1
兆
円
を
超
え
た
。
三
菱
電
機
も
、
軍
需
部
門

の
１
０
０
０
人
規
模
の
増
員
や
、
8
つ
の
生
産
棟

の
増
設
な
ど
約
７
０
０
億
円
規
模
の
設
備
投
資
計

画
を
発
表
。
同
社
が
昨
年
4
月
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
国
防
省
と
武
器
共
同
開
発
で
直
接
契
約
し
た
こ

と
も
見
逃
せ
な
い
。
と
り
わ
け
、
次
期
戦
闘
機
共

同
開
発
は
日
本
版
「
軍
産
学
複
合
体
」
形
成
を
一

挙
に
加
速
さ
せ
か
ね
な
い
。
Ｎ
Ａ
Ｊ
Ａ
Ｔ
は
日
本

消
費
者
連
盟
、
主
婦
連
合
会
と
共
に
、
三
菱
重
工
・

電
機
に
対
す
る
不
買
運
動
と
は
が
き
ア
ク
シ
ョ
ン

を
開
始
し
た
。

市
民
の
Ｂ
Ｄ
Ｓ
運
動
の
画
期
的
勝
利

こ
こ
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
大
虐
殺
へ
の
加
担
の

動
き
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
２
０
２
３
年
3
月
、

幕
張
メ
ッ
セ
で
の
武
器
見
本
市
「D

SEI Japan

」

で
、イ
ス
ラ
エ
ル
最
大
の
軍
需
企
業
エ
ル
ビ
ッ
ト
・

シ
ス
テ
ム
ズ
と
伊
藤
忠
ア
ビ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
伊
藤

忠
商
事
の
１
０
０
％
子
会
社
）、
日
本
エ
ヤ
ー
ク
ラ
フ

ト
サ
プ
ラ
イ
が
、シ
ャ
ン
パ
ン
で
乾
杯
し
な
が
ら
、

日
本
へ
の
武
器
売
り
込
み
を
支
援
す
る
「
戦
略
的

協
力
覚
書
」
を
締
結
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
大
軍
拡
ア
ク
シ
ョ
ン

が
ハ
ガ
キ
を
組
み
込
ん
だ
ア
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
の

配
布
や
企
業
へ
の
申
し
入
れ
な
ど
を
展
開
。
10
月

7
日
以
降
の
ガ
ザ
大
虐
殺
へ
の
抗
議
に
立
ち
上

が
っ
た
若
者
た
ち
に
引
き
継
が
れ
、
伊
藤
忠
本
社

前
や
全
国
の
支
社
前
で
の
抗
議
、
就
活
イ
ベ
ン
ト

で
の
ア
ピ
ー
ル
、
伊
藤
忠
系
製
品
（
フ
ァ
ミ
マ
自
社

ブ
ラ
ン
ド
、
エ
ド
ウ
ィ
ン
な
ど
）
の
不
買
呼
び
か
け
、

ネ
ッ
ト
署
名
が
取
り
組
ま
れ
、
カ
ナ
ダ
支
店
へ
の

抗
議
や
マ
レ
ー
シ
ア
の
フ
ァ
ミ
マ
ボ
イ
コ
ッ
ト
に

も
発
展
し
た
。

そ
の
結
果
、
伊
藤
忠
商
事
は
、
2
月
5
日
、
国

際
司
法
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｊ
）
の
仮
保
全
命
令
（
イ
ス

ラ
エ
ル
に
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
防
止
す
る
あ
ら
ゆ
る
措
置
を

要
求
）
と
上
川
外
相
の
「
誠
実
に
履
行
さ
れ
る
べ

き
も
の
」
と
の
談
話
を
理
由
に
、
協
力
覚
え
書
き

を
2
月
末
で
終
了
さ
せ
る
と
発
表
し
た
。
9
日
、

日
本
エ
ヤ
ー
ク
ラ
フ
ト
サ
プ
ラ
イ
も
続
い
た
。
市

民
の
勝
利
で
あ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
命
令
が
出
て
以
降
、

初
め
て
の
Ｂ
Ｄ
Ｓ
（
ボ
イ
コ
ッ
ト
、
投
資
引
き
揚
げ
、

制
裁
）
の
成
功
例
と
し
て
国
際
的
に
も
注
目
さ
れ

た
。

殺
人
ド
ロ
ー
ン
輸
入
の
発
覚

ほ
っ
と
し
た
の
も
束
の
間
、
2
月
20
日
の
「
大

軍
拡
と
基
地
強
化
に
Ｎ
Ｏ
！　

ア
ク
シ
ョ
ン
」
に

よ
る
防
衛
省
交
渉
と
追
加
質
問
で
、
防
衛
省
が
イ

ス
ラ
エ
ル
製
殺
人
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
に
向
か
っ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
候
補
機
7
機
中

の
5
機
ま
で
も
が
イ
ス
ラ
エ
ル
製
で
、
日
本
企
業

4
社
が
輸
入
代
理
店
と
な
っ
て
い
た
。
選
定
し
た

1
月
末
は
２
万
５
千
人
以
上
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
が

虐
殺
さ
れ
て
い
た
時
期
だ
。
露
骨
な
虐
殺
加
担
で

あ
り
、
官
民
一
体
で
壊
れ
て
い
る
。

小
型
機
で
は
、SkyStriker

（
エ
ル
ビ
ッ
ト
・
シ

ス
テ
ム
ズ
）
を
協
力
覚
え
書
き
を
終
わ
ら
せ
た
日

本
エ
ヤ
ー
ク
ラ
フ
ト
サ
プ
ラ
イ
が
、RO

T
EM

 
L

とPoint Blank

（
Ｉ
Ａ
Ｉ
）
を
海
外
物
産
が
、

H
ERO

-120

（U
vision

）
を
住
商
エ
ア
ロ
シ
ス
テ

ム
が
扱
い
、多
用
途
機
で
は
、Heron M

K
Ⅱ

（IA
I

）

を
川
崎
重
工
が
扱
っ
て
い
る
。
3
月
末
ま
で
に
イ
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特
集
　
軍
事
化
す
る
社
会

ス
ラ
エ
ル
で
実
証
試
験
を
さ
せ
、「
し
か
る
べ
き

時
期
」
に
絞
り
込
み
本
格
導
入
す
る
と
い
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
3
月
11
日
、
国
立
西
洋
美
術

館
初
の
現
代
美
術
展
の
内
覧
会
で
、
出
品
作
家
有

志
ら
に
よ
る
抗
議
行
動
が
行
な
わ
れ
た
。
西
洋
美

術
館
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
川
崎

重
工
に
イ
ス
ラ
エ
ル
の
殺
人
ド
ロ
ー
ン
の
輸
入
取

り
や
め
を
要
求
。
西
洋
美
術
館
に
は
、
川
崎
重
工

に
イ
ス
ラ
エ
ル
の
武
器
の
輸
入
・
販
売
の
取
り
や

め
を
早
急
に
働
き
か
け
る
よ
う
訴
え
た
。さ
ら
に
、

3
月
15
日
に
は
、︿
パ
レ
ス
チ
ナ
〉
を
生
き
る
人
々

を
想
う
学
生
若
者
有
志
の
会
な
ど
が
、
輸
入
代
理

店
4
社
へ
の「
殺
し
で
儲
け
る
会
社
ツ
ア
ー
デ
モ
」

を
敢
行
し
た（『
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ
』3
月
25
日
号
に
特
集
記
事
）。

ど
、
虐
殺
に
加
担
す
る
共
犯
者
と
し
て
ふ
る
ま
い

続
け
て
い
る
。
主
権
者
と
し
て
、
一
刻
も
早
く
加

担
を
や
め
さ
せ
、
制
裁
を
こ
そ
実
現
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

今
後
の
課
題

ガ
ザ
で
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
抗
議
す
る
う
ね
り

の
一
方
で
、
殺
傷
武
器
輸
出
反
対
運
動
は
低
調
な

ま
ま
だ
。
課
題
を
共
有
し
、
市
民
側
の
態
勢
を
よ

り
豊
か
で
持
続
可
能
な
も
の
へ
と
鍛
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
審
議
入
り
し
た
「
経
済
安
保

版
秘
密
保
護
法
案
」
も
武
器
の
国
際
共
同
開
発
を

促
進
す
る
も
の
で
あ
り
、
立
憲
民
主
党
を
し
っ
か

り
と
反
対
に
回
ら
せ
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。
殺
傷

武
器
の
輸
出
に
関
し
て
言
え
ば
、
２
０
３
５
年
と

さ
れ
る
次
期
戦
闘
機
の
完
成
ま
で
に
で
き
る
限
り

早
く
政
権
交
代
さ
せ
、
共
同
開
発
を
中
止
に
追
い

込
む
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
今
こ
そ
「
ジ
ェ
ノ

サ
イ
ド
支
援
国
家
」
で
あ
る
米
国
と
の
軍
事
同
盟

を
根
本
的
に
問
い
直
す
べ
き
時
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。「
死
の
商
人
国
家
」
で
は
な
く
、
非
軍
事
に

よ
る
国
際
協
力
に
徹
底
し
て
尽
力
す
る
「
良
心
的

軍
事
拒
否
国
家
」
へ
の
道
を
構
想
す
る
こ
と
も
大

切
な
課
題
と
な
る
。

（
す
ぎ
は
ら
・
こ
う
じ
／
武
器
取
引
反
対
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク［
Ｎ

Ａ
Ｊ
Ａ
Ｔ
］
代
表
）

一
方
で
、
大
手
産
業
ロ
ボ
ッ
ト
製
造
企
業
フ
ァ

ナ
ッ
ク
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
や
米
英
の
軍
需
企
業

に
ロ
ボ
ッ
ト
を
販
売
し
、
製
造
さ
れ
た
武
器

（
１
５
５
mm
り
ゅ
う
弾
砲
な
ど
）
が
ガ
ザ
で
の
大
虐
殺

で
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
発
覚
し
た
。
パ
レ
ス

チ
ナ
Ｂ
Ｄ
Ｓ
民
族
評
議
会
か
ら
の
要
請
を
受
け

て
、
Ｂ
Ｄ
Ｓ Japan Bulletin

が
取
り
引
き
停
止

を
求
め
る
ネ
ッ
ト
署
名
を
展
開
。
3
月
22
日
に

２
万
８
４
５
８
筆
分
を
山
梨
本
社
に
提
出
し
た
。

本
来
な
ら
日
本
政
府
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
、
投

資
協
定
や
武
器
技
術
に
関
す
る
秘
密
情
報
保
護
の

覚
え
書
き
の
凍
結
な
ど
の
強
い
制
裁
を
発
動
す
べ

き
だ
。
し
か
し
、
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
へ
の
資
金
拠
出
の

停
止
や
イ
ス
ラ
エ
ル
製
殺
人
ド
ロ
ー
ン
の
輸
入
な

西
洋
美
術
館
に
続
き
川
崎
重
工
業
前
で
も

掲
げ
ら
れ
た
大
横
断
幕
（
３
月
15
日
）

三
菱
電
機
前
武
器
輸
出
・
開
発
に
抗
議

（
３
月
21
日
）
河
口
湖
駅
前
フ
ァ
ナ
ッ
ク
の
虐
殺
加
担
抗

議
（
３
月
22
日
）


	



